
ストロンチウム90,ヨウ素1 29,セシウム137､プルトニウム239などはどうなっているのでしょう。

③国内の『原発事故」問題を、『海洋投棄」は国際的環境の大きな問題に発展させてしまった。
④初めから一番安易な「海羊投棄」だけで進行し、他の処分法、スリーマイルで実施した蒸発法、
モルタル固形化、あるいは大型タンクを増やしての保存などを検討する努力をしていない。

《｢モルタル固形化』『大型タンク保管」の詳細は裏面に掲載しました今》
⑤日本は「直接デブリに触れた核汚染水」で、他国の場合は「総p水の間接的汚染水」です。
⑥多くのメディアは国と東電の発表を伝えているだけで、牡剛精神を失っている。『安封申話』を
流し続けた原発事故前と同じ状況だ。福島県や知事の対応もまるで他人事のようだ。

⑦デブリ880トンは取り出せるのか。地下水流入を止める根本的対策もとらずに、廃炉までの30年
以上「海洋投棄』を続けて、長期の放身幟の影響や食物連鎖で人間八の悪影響はないのか。

⑧圃評被害の補償を漁業者だけでなく他の被害業者にも行う、そんな膨大な補償ができるのか。
⑨中国や韓国など海外からの祉畔ﾘを予想できなかった政府､虎の尾を踏んでしまったのではないか。
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おおしま・けんいち＝博士(経済学)o立命
館檸教授などを経てZ鄭職。原発事故後、
箭窪葺慧総合識原エネルギー鍋査会基本問題
委輿など歴任。著鍔『原発のコスト』など

蕊爵欝が一番少ない案です。コンクリート製タン
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!’石油備蓄などで竪固さにも信頼性十分 や漁業者支援に800億円が計上され､現時点で
； 大型タンク保管は石油備蓄などに使われてき も1200億円を超えています。今後、どれだけ経
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